
カレンダー形式のたのしい読み物，『楽知んカレンダー』



べンジャミン・フランクリン（1706～1790）といえば，「タコをあげて雷が電気であることを証明した」という話が有名ですが，電気学の開拓者というだけでなく，
暖炉を発明したり，図書館をつくったり，アメリカの独立のときに大きな働きをしたりと，じつにたくさんの仕事をしてきた多才な人です。



そんな彼ですが，若いころは印刷業をしていました。そして，彼が26歳の1732年末に『貧しいリチャードの暦』という暦を創刊し，その後25年間も発行をつづけたそ
うです。では，毎年，いったい何部売れていたのでしょうか？



当時のアメリカ植民地の人口は100万人くらいですが，なんと１万部も売れたそうです。これは，100人にひとりが『フランクリンの暦』を買っていたことになります。



彼は，「暦以外，本１冊も買わないような人にも役に立つように」と考え，暦の端に〈ためになる格言〉を印刷しました。これが大変好評で，「人びとに愛され，暗誦
された」ということです。
　後から格言の部分をまとめた冊子も発行され，これは，現在に至っても読み続けられているほどです。



そんなフランクリンの〈カレンダー形式の読み物〉をマネして，2001年度より 『楽知んカレンダー』を作り始めました。
その始まりは，今から32年前の『たのしい授業』No.58（1987年12月号，仮説社）で，宮地祐司さんが作成を呼びかけた「発想法暦」にあります。





楽知んカレンダーは，一週間が土曜日から始まるカレンダーです。ウイークデイにハリキリすぎて，週末の土日は「休養」しているあなた！　土日を「主役」にもってく
ることで，ズイブンと人生に活気が出てきますよ(^^;)。



フランクリンの暦に格言があるように，板倉聖宣さんの発想法，研究法，認識論，組織論などを紹介し普及するための「心得」が，毎月ついています。2020年／年度版
には，
〈たのしい生き方〉の心得がついています。
　さらに，『科学者伝記小事典』（仮説社）に登場する科学者の誕生年月日や主な業績も掲載しました。　さらにさらに，板倉さんが提唱された〈どの教科の枠にもお
さまらない雑多な知識〉を提供する，「新総合読本」のちょこっと版である，ちょこっと総合読本もあり，読みごたえ満載のカレンダーです。



ご自分で使うだけでなく，お知り合いへのお歳暮，お年玉，卒業・入学のお祝いなどプレゼントにもピッタリです。そのため，2020年１月から2021年３月までの
「2020年/年度版」カレンダーとして，年末から年度末までプレゼントする機会をより長くとっているのです。

たのしみごとは，仲間と分かち合うことで何倍にも増幅されます。（クリック）

「与えることで　豊かになる」

こんなステキな体験をしてみませんか？





また，ある学校の先生からは，

担任をしている子どもたちの氏名印を，それぞれの誕生日の欄に押して教室に掲示しています。 
　「○○ちゃんは，エジソンと誕生日が同じだ！」 
といった感じで，科学者を身近に感じているみたいです。４月から翌年の３月まであるこのカレンダーは，とても重宝しています。 

という，ウレシイお便りをいただいています。



クラウドファンディング 

Crowdfunding

　さてさて，あなたは，「クラウドファンディング」って聞いたことがありますか。すでに体験済みでしょうか。
　クラウドファンディング（Crowdfunding）とは，不特定多数の人が通常インターネット経由で他の人々や組織に，財源の提供や協力などを行う，群衆（crowd）と
資金調達（funding）を組み合わせた造語です。



　『楽知んカレンダー』は，2001 年度版30 部からスタートし，今回で，ちょうど20 周年！！！
　『楽知んカレンダー』も年間１万部の発行をめざして，NPO 法人としての経済的独立のめどをたてたいのですが，残念なことに19 年たっても，その10 分の１も達成
できていません。でも，「たのしみにしています」という声をユーザーの方々から聞くと，「貧しいリチャードの暦」が25 年間続いたように，『楽知んカレンダー』も
あと５年，いやいや，もっと末長く発行を続けたいと思っています。
　そのために「暦人」の実験をはじめました。



　1700年代当時，本はとっても貴重なもので，１冊５万円くらいしました。出版するのにも，たくさんのお金が必要でした。そんな中，長年に渡り，市民相手に科学実
験講座を開催していたデザギュリエは，この講座の本を出版することにしました。その際に，〈「予約購読者＝出版を応援する人」を募り，この出版事業に出資しても
らう〉というしくみをつくり，できあがった本には，その「予約購読者」の名前を載せました。
　デザギュリエの実験講座は，とても評判が良かったので，たくさんの人が予約購読の申込みをしたことでしょう。おかげでデザギュリエは，無事に科学実験講座の本
を出版することができました。「予約購読」の申込みをした人は，できあがった本に自分の名前が載っているのを見つけて，きっと，とっても嬉しかったことでしょう
し，自慢したい気持ちになったことでしょう。これぞ，クラウドファンディングの原点です。
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　私たちも，デザギュリエにならって，『楽知んカレンダー』の出版を応援する「暦人」のしくみを始め，今年で４年が経ちました。「暦人」とは，事前に予約購入す
ることで『楽知んカレンダー』の出版を応援するしくみです。こうすることで，『楽知んカレンダー』の発行部数のメドを判断することができます。また，印刷代金のも
ととなる資金のメドもたちます。



)*+,-&
./&

'(
　2017年/年度版のカレンダーの出版を応援する「初代暦人」には，64人の人がなってくださり，計488冊もの予約購入をしてくれました。
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６４人 ４８８冊
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　２年目の2018年には，108人，696冊



)*+0-&

'(
１０８人
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１０８人６９６冊
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　３年目の2019年には，149人，904冊！
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１４９人９０４冊
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　そして，４年目の今回は，（クリック）
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（「暦人ロール」が流れる）（クリック）
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なんと！　（クリック）167人，（クリック）956冊もの予約購入をいただきました。本当に感謝の気持ちでいっぱいです！
　だがしかし，この数字，フランクリンの「貧しいリチャードの暦」の売り上げの10分の１にも届いていません(^^;)。まだまだ，みなさんのご支援が必要です！
　まだ「暦人」になっていない方は，ぜひ，この機会にお申し込みください！
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１６７人９５６冊
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http://luctin.org/koyomibito-webform

　現在，「2020暦人」の受付中です！
　お申込みは，楽知ん研究所ウエブサイト
http://luctin.org/koyomibito-webform
　　　　　　　　　　　　　　より，どうぞ！
　あっ，こうすればはやいですね。みなさん，スマホのご用意はいいですか？
　はい！（クリック）
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http://luctin.org/koyomibito-webform



　大切な人へのプレゼントに！
　サークルなど，仲間でのまとめ買いに！
　クリスマス・パーティーや忘年会・新年会などの「景品」に！
　餞別，転勤・転居のごあいさつに！
　ぜひ，『楽知んカレンダー』をご利用ください。

　フランクリンの「25年間発行」を超えるには，あと６年間，発行しつづける必要があります(^^;)。
　末長く，ごひいきに(^^;)。
　ご静聴，ありがとうございました！


